
 

活動完了報告 

 

「原由莉子ウィーン世紀末シリーズ Vol.8 浄夜～シェーンベルクの肖像～」活動助成 

 

原 由莉子 

 

≪報告および成果≫  

 

シェーンベルクの魅力を、お話と演奏でお伝えするコンサート。 

前半は、彼の人生や人となり、交友関係についてのレクチャーを行い、シェーンベルク・ウェーベルン・ベルクのピア

ノソロ作品を演奏しました。 

十二音技法・無調で書かれた、いわゆる「新ウィーン楽派」らしい曲は、「初めて聴く音楽だった」というお客様の

反応が多く、こんな音楽もあるんだと刺激になっていれば嬉しいです。また、「解説のおかげで以前よりも作品が身

近に感じられた」とのお声もありました。 

後半は、ヴァイオリニスト渡辺紗蘭さん、チェリスト北垣彩さんと、ピアノ三重奏による『浄夜』をお送りしました。 

メインの『浄夜』は、奏者それぞれの個性が光る熱演だったと思います。詩と音楽が融合した世紀末ウィーンの世

界観を存分に味わっていただけていれば幸いです。 

 

≪今後の課題≫  

トークに熱が入りすぎ、兵庫公演では前半の上演時間が大幅に延びてしまいました。 

タイムキーパーをつけるなどの対策をするべきだったと反省しています。 

 

≪その他≫  

関西在住の私からすると東京での公演は集客面で不安でしたが、関東在住の共演者お二人の知名度やご協

力のおかげもあって、大勢の方にお越しいただくことができました。 

また、SNS でしか面識のない関東のファンの方々にもご来場いただき、「やっと東京で聴けた！」「本物のはらゆ

りだ！」とうれしいお言葉をたくさん頂戴しました。 

  今回の東京公演をきっかけに、さらに全国的に活動していきたい思いがより一層強くなりました。 

もっとたくさんの方に原 由莉子のピアノをお聴きいただけるよう、精進してまいります！ 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  



 


